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〈検証事例1・ 小学校第1学 年生活 「だいずをそだてて とうふをっ くろ う」 〉

「大豆を育て とうふをっ くることを通 して、4

児童が意欲的に学習に取 り組む指導の工夫」

<検 証事例2・ 小学校第5学 年国語 「地域 に伝わ る民話」>8

「地域 に伝わ る民話を劇化 し、

地域への関心や郷土愛を育てる指導の工夫」

<検 証事例3・ 小学校第6学 年社会 「三人の武将 と全国統一」>12

「地域の史跡 ・史料 などを調べ ることを通 して、

歴史学 習へ の興味 ・関心を高め、 自 ら学ぶ態度を育て る指導 の工夫」

〈検証事例4・ 中学校第1学 年美術 「奥多摩風物の版画」>16

「地域の風物 を題材 とした作品制作を通 して、

地域への関心 と自ら学ぶ意欲を高 める指導の工夫」

〈検証事例5・ 中学校第3学 年選択社会 「身近 な地域」>20

「地域の 自然 ・産業 ・史跡 などを調べ ることを通 して、

自 ら課題 を解決 し、地域への興味 ・関心を高 める指導の工夫」

V[研 究の成果 と課題 24

研究主題 体験的な活動を生かし、児童 ・生徒の生きる力を育む指導の工夫

1研 究 主 題 設 定 の 理 由

1生 きる力を育て る観点か ら

へ き地(小 規模)校 の子供たちは与え られた課題に は取 り組め るが、 自ら課題を深 めるこ

とが少 な く、友達 や教師 に頼 りがちであ ること(依 存性 の強 さ)が しば しば指摘 される。

そ こで、 これか らの変化の激 しい社会にあ って、よ りよい生 き方 を見出すために、新 たな

課題を 自ら発見 し、判断 し、何事に も主体的に取 り組め るよ うな子供たちの生 きる力を育成

す ることがへ き地(小 規模)校 において極めて重要であ ると考えた。

2体 験的な活動を進 める観点か ら

従前 と比べ ると、へ き地(小 規模)校 の子供 たちは、地域 の 自然 に触れ る機会が少な く

な って きている。 また、地域の伝統行事や産業を直接体験 しづ らくな ってい ると も言 える。

改めて、へ き地(小 規模)校 の子供 たちを取 り巻 く地域社会の実情を点検 してみ ると、次
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の ことが言 える。

① 地域 と学校 との 関係が密接 であ り、子供 たちを地域全体 で応援 しようとす る雰囲気が

あ ること。

② 地域特有の文化 ・伝統が多 く、地域素材 を豊富に活用で きること。

③ 子供 たちの主体的活動を促 すための指 導の工夫が従来 まで もな されて きたこと。

そこで、地域の 自然 や産業 ・歴 史 ・文化 ・伝統 などと直接的にかかわ り、発表 ・創作 ・話

し合いなどの表現活動 も含めた体 験的な活動 を充実 させ ることで、子供た ちは主体的活動 を

さ らに積極的 に進め、新たな発見や感動を した り、認識を深めた りで きると考え た。

II研 究 の ね ら い

子供 たちが 自 ら考 え、判断 し、主体的に取 り組む態度 ・能力を育て るための学 習活動や、

その時の教 師の支援 の在 り方を考察 し、それ らを指導の工夫(手 だて の工夫)と して、具体

的 に学 習指導案上 に明記 し(下 線部)、 研究仮説の有効性 にっいて検証 してい くことをね ら

いとす る。

皿 研 究 の 仮 説

「生 きる力」 とは、そ もそ も全人的な ものであ り、児童 ・生徒 の学 習 ・生活全般 にわた っ

て育てていか なけれ ばな らない ものであるが、本研究で は 「生 きる力」を学習場面 に限定 し、

生 きる力を備えた 目指すべ き児童 ・生徒の姿を次のよ うに考えた。

① 自ら学ぶ意欲 と進んで学習す る態度 ・能力を身 に付 けた児童 ・生徒

② 自己を表現 し、互 いの個性 を尊重 し合え る児童 ・生徒

③ 地域の 自然や文化を理解 し、大切 にす る児童 ・生徒

このよ うな児童 ・生徒 を育て るため、以下の仮 説を設定 した。

指導計画 において、体験的な活動 を取 り入 れ、学習過程、学習形態 、学習材 の工夫 によ

り、以下の ことが達成 され るであろ う。

① 児童 ・生徒が学習を よ り身近 な もの と して とらえ、学習意欲 の向上が見 られ、個別の

課題や疑問を もち、 自 ら課題を解決す る力を付 けてい くことがで きるであろ う。

② 児童 ・生徒が 自分の意見や考 えを もち、それを相手に表現す る ことがで きると同時に

自分 とは異なる相手の個性 や考 えを認め、互 いに尊重 し合 うことがで きるよ うになるで

あろ う。

③ 自分たちの住んで いる地域 の 自然や文化 ・伝統な どに触 れなが ら、それ らに対す る理

解を深あ、地域の一員 と しての自覚 と誇 りを もって地域 を大切 にす る児童 ・生徒を育 む

ことがで きるであ ろう。

また、 この仮説を大 き く単元全体で とらえるばか りでな く、一っ一っの授業の中で も取 り

組み、検証 してい くことと した。
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IV研 究の全体構想

学校教育のねらい
①心豊かな人間の育成 ②基礎 ・基本の重視と個性を生かす教育の推進
③自己教育力の育成 ④文化と伝統の尊重と国際理解の推進

地域の特性 一 保護者の願い 一 一 児童 ・生徒の実態 一 指導の実態
*伝 統的文化の継承 *豊 かな人間関係 *素 直 ・純 朴 ・穏 和 *き め細かな児童 ・生徒理解

*豊 かな自然環境 *楽 しい学校生活 *異 学年間の密接な関係 *豊 富な地域素材

*過 疎化、都市化に *確 かな学力 *自 然に触れる機会が少 *集 団活動が比較的困難
よる地域の変容 *健 康で安全な生活 な くな って きて い る *主 体的な活動を促す指導の

*交 通が不便 *地 域 の 一員 *人 間関係が親密である

*与 えられた課題にはま
必要性

*地 域と学校との結

びつきが強い じめに取り組む

i

平成9年 度研究主題

体験的な活動を生かし、児童 ・生徒の生きる力を育む指導の工夫

研 究 のね らい

自ら考え、判断 し、主体的に取 り組む態度 ・能力を育てる

目指す児童 ・生徒像

①自ら学ぶ意欲と進んで学習する態度 ・能力を身に付けた児童 ・生徒

②自己を表現 し、互いの個性を尊重 し合える児童 ・生徒

③地域の自然や文化を理解 し、大切にする児童 ・生徒

研 究 の 仮 説

指導計画において、体験的な活動を取 り入れ、学習過程 ・学習形態 ・学習材を工夫することにより以
下のことが達成されるであろう。
i児 童 ・生徒が学習をより身近なものとしてとらえ、学習意欲の向上が見られ、個別の課題や疑問を

もち、自ら課題を解決する力を付けていくことができるであろう。
2児 童 ・生徒が自分の意見や考えを もち、それを相手に表現することができると同時に自分とは異な

る相手の個性や考えを認め、互いに尊重し合うことができるようになるであろう。
3自 分たちの住んでいる地域の自然や文化、伝統などに触れながら、それらに対する理解を深め地域
の一員としての自覚 と誇りをもって地域を大切にする児童 ・生徒を育むことができるであろう。

検 証 事例
①小学i年 生活 ②小学5年 国語 ③小学6年 社会 ④中学1年 美術 ⑤中学3年 選択社会

<だ いずをそだてて 〈地域に伝わる昔話〉 <三 人の武将と 〈奥多摩風物の版画〉 〈身近な地域〉

と うふ を つ くろ う 〉 地域に伝わる昔話を 全国統一〉 地域の風物を題材と 地 域 の 自然 ・産 業 ・

大豆を育てとうふを 劇化 し、地域への関心 地域の史跡 ・史料な した作品制作を通 して 史跡などを調べること
つくるという活動を通 や郷土愛を育てる指導 どを調べることを通 し 地域への関心 と、自ら を通して、自ら課題を

して、児童が意欲的に の工夫 て、歴史学習への興味 学ぶ意欲を高める指導 解決 し、地域への興味

学習に取 り組む指導の ・関 心 を 高め 、 自 ら学 の工夫 ・関心を高める指導の

工夫 ぶ態度を育てる指導の 工夫
工夫

檜原小 中上 青梅七小 後藤 多西小 増子 氷川中 山下 大島一中 金子

⑥小学4年 社会 ⑦小学5年 国語 ⑧小学5年 社会 ⑨中学1年 体育

<小 河内の 〈民話を読む〉 く軍道紙を 〈バ スケ ッ トボ ー ル 〉

わさびづ くり♪ 地域に伝わる民話や もっと知 ろ う 〉 グループによる学習
小河内のわさびつく 伝説を学び、地域への 地域に伝わる軍道紙 活動の中で監督やコー

りにっいての発表を通 関心や郷土愛を育てる を社会を中心に国語、 チなどの役割を体験す
して、自ら学ぶ意欲を 指導の工夫 図工、道徳と関連させ る こ とを通 して 、 自 ら

高める指導の工夫 た学習を通して、地域 学ぶ意欲を高める指導
の自然や歴史を理解し の工夫

大切にする児童を育て

る指導の工夫

小河内小 北村 今井小 古川 小宮小 畑中 増戸中 小林

1

※授業の分析と評価を通 した仮説の検証

※研究のまとめと今後の課題
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V研 究 の 内 容

く検証事例 ・その1>

事 例 名 「大豆を育て とうふ をつ くるとい う活動を通 して、

児童が意欲的に学習 に取 り組む指導の工夫」

小学校 第1学 年 生活

1単 元名 とね らい

(1)単 元 名 「だいずをそだてて とうふをっ くろう」

(2)単 元のね らい

大豆 を育て とうふ をっ くるとい う活動を通 して、自分 と身近 な社会や 自然 とのかかわ りに

関心 を もっ。

2単 元 を通 した授 業仮説

とうふ をつ くるとい うめあてを もっ ことによ り、進んで大豆を育 てよ うとす る意欲が増 し

自 らつ くり育てた大豆を使 うことで、楽 しくとうふづ くりがで きるであろ う。

3地 域 の様子

檜原村 は過疎 とい う問題を抱えてい る。 しか しなが ら、豊かな 自然を生か した産業 もあ る。

檜原小学校の近 くにあ る 「檜原 とうふ 」 もその一つである。

自ら大豆 を育て、それを使 って とうふ をっ くるとい う活動 は、具体的な活動や体験を通 し

て、 自分 と身近な社会や 自然 とのかかわ りに関心を もっ とい う視点か ら、 「自立への基礎を

養 う」 とい う生活科の究極的な 目標に近付 く方法の一っで あると考え られ る。

4児 童 の実態

児童 は学 習面 ・生活面 ともに受動的な傾 向が あ り、や るべ きことが明確に与え られて いる

場 合は活動で きて も、そ うでない場合に 自ら考えて活動で きる児童 は少 ない。大豆を育て、

とうふ づ くりをす るとい うことは第1学 年の児童 にとって難 しい ことで あると考え られるが、

とうふ づ くりを通 して、児童 に主体的 に活動す る力を身に付 けて いきたい。

5単 元 学習指導計画における仮説 と検証の視点

時 指 導 計 画 各 段 階 に お け る仮 説 検 証 の 視 点

1 ・とうふ を食べ、何か

らとうふがで きてい

るか想像す る。大豆

の観察をす る。

・実際 にと うふを食べ、それが大

豆でで きて いることを理解す る

ことで、大豆を育てて い くこと

へ の意欲が増すであろ う。

・気が付 いた ことを先生

に 話 す こ とが で きた

か。

2 ・大 豆 の 種 ま きを す

る。

・自分 たちで種 をま くことで、 主

体的に活動 に取 り組 もうとす る

意欲 が増 すであろ う。

・自分か ら進んで楽 しく

種 まきがで きたか。

3 ・出て きた芽の様fを ・育 って い く様Fが 日に 見 え る こ

1

『

・根 っ この様rや 、 芽の
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観察す る。(畑 にま

いた もの、教室で し

め らせた脱脂綿の上

に 置 い た もの を 用

意)

とで、大豆への関心 と、育て る

意欲が増すであろう。

様 子 を よ く見て い た

か。

4 ・草取 りを す る。

・自分 の 大 豆 を 決 め 、

名札 をっ け る。

・草取 りをする中で、大豆 と他 の

草 との違いに気付 いて い くであ

ろ う。

・自分の大豆を決め ることで、主

体 的に育てよ うとする意欲 と関

心が増すであろ う。

・先生に聞いた りしなが

ら、大 豆 と他の草 とを

見極めて草取 りがで き

たか。

・楽 しく自分の大豆 を決

める ことがで きたか。

5 ・自分の大豆の絵を描

き、大豆の特徴をっ

かむ。

・自分 の大豆を描 くことで、詳 し

く観察 しようとす る意欲が増す

であろ う。

・時 間 をか けて、 よ く見

て描 いて い るか 。

6 ・あ さがおや ジャガイ

モ との違 いを調べ る。

・他の植物 と比較す ることで、大

豆の特徴に気付 くであ ろう。

・どれだけ違 いを見付 け

られたか。

7 ・実が付いた大豆の様

子を観察 し、絵 に描

く。

・しば らく見 ない うちに とて も大

き くな り、実 も付 いて きた大 豆

の様子を見て、 とうふづ くりへ

の期待 と意欲が増すで あろう。

・大豆の実 を探そ うと し

たか。

・以前 との違 いに気付 い

たか。

8 ・実際 にとうふづ くり

をす るところを見学

す る。

・実際 に大豆が とうふへ変わ って

い く様子を見学す ることによっ

て、今後の 自分たちの活動への

意欲が増 し、見通 しを もて るよ

うになるであろう。

・興 味 ・関心 を もって 見

学 で きた か。

・気 が 付 い た こと、思 っ

た こ と を 発 表 で き た

か 。

・大豆を収穫 し、とれ

た大豆の数を数え、

絵 に描 く。

・一粒の大豆 を育ててい くことで

た くさんの大豆が とれ るよ うに

なる ことを知 り、 もの を育て る

ことへの意欲 ・関心が増すであ

ろ う。

・楽 し く収 穫で きたか 。

・数 を数 え 、 た くさん の

豆 が 実 った ことへ の 喜

び を もて たか 。

}
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10 ・とうふづ くりの手順 ・手順を確認 し役割分担 をす るこ ・自分か ら進んで役割を

の確認と役割分担を とで、見通 しを もって主体的に 分担 しよ うとしたか。

す る。 活動で きるよ うになるであろ う。

11 ・と うふ づ くりをす る。 ・自分た ちで育てた大豆 を使い、 ・自分の分担 を考えなが

12 (保護者の参加) グループで活動す ることによ り ら、 楽 しく と うふ つ く

本 楽 しくとうふづ くりがで きるで りが で きたか 。

時 あ ろ う。 ・グループの友達 と仲良

く活動 できたか。

13 ・とうふ屋のお じさん ・手紙 を書 くことで 自分の これま ・自分 が行 った活動 や 、

に手紙 を書 く。 での活動 を振 り返 ることができ、 お じさんへの感謝の気

今後の様 々な活動 に、主体的 に 持ちが込められた手紙

取 り組 む力 になるであ ろう。 を書 くことがで きたか。

・仕事を して いる人への感謝の気

持ちを もっ ことで、地域の 自然

や産業への関心が増すであろ

う 。

6本 時の学習活動

(1)題 材 とうふづ くり

(2)本 時のね らい 友達 と協力 して、楽 しくとうふづ くりをす る。

(3)本 時の授業仮説

自分 たちで育てた大豆を使い、 グル ープで活動す ることにより、楽 しくと うふづ くりが

で きるで あろう。

(4)展 開

学 習 活 動 教 師 の 支 援 ・指 導 上 の 留 意 点 検 証 の 視 点

導

入

・グル ー プ ごと に分 か

れ る。

・必 要 な道 具 ・材 料 の

準 備 を す る。

・と うふ づ く りの 手III

の 確 認 をす る。

・材料 に子供たちの育てた大豆を ・グル ー プで 相談 し、 全

員が 動 いて い るか 。

・手順 を覚 え て い るか。

使 用 す る。

・4人 グル ー プ と し、 子供 た ち同

士で協力 して活動す るよ うにす

る。

・必 要 な 道 具 は用 意 して お く。

・メモ を 見 て 、 自分 た ち で道 具 の

確 認 が で き るよ うに す る。

・手 川頁は紙 に 書 き、黒 板 に貼 って
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お く 。

・大豆 に水を加え ミキ ・すべての児童 が作業 にかかわれ ・グループで協力 して全

サーで ひ く(大 豆は るよ うにす る。 員が作業にかかわ って

前 日の夜か ら水に浸 い るか 。

展 してお く)

〈本 時 〉 ・分担表を見なが ら作業を進 め ら ・教師を頼 らずにできる

・水を加え、混ぜ なが れ る よ うにす る。 か 。

らIO分 間 煮 る。 ・子供 たちが 自分でで きるよ うに ・楽 しく作業を している

・絞 って 、お か ら と豆 道具の工夫をす る。 か 。

乳に分 ける。 ・薬品やにが りは、入れれば済む ・進んで片付けな どを し

・豆乳ににが りを加え よ うに教師が用意 してお く。 よ うと して い るか。

開 る 。
・子 供 にで きな い とこ ろや 、危 険

・時 々混 ぜ て20分 お く。 な ところを補助 して もらうため

・と うふ が で き る。 に、保 護者 に各班1名 ずっ付い

・型に入れ重石をす る。 て も ら う。

・とうふを固めてい る ・感想を言 うのは発言 したい児童 ・手を挙げて発言 しよ う

ま 問に、おぼろ豆腐の 2,3人 に とどめ る(次 時 に手' と したか 。

試食をして感想を言 紙を書 くので)。 ・感想 カ ー ドの 内容 。

と う 。
・感 想 カ ー ドを書 く。 ・自分か ら進んで片付け

・片 付 け を す る。 ・手 分 け して で き るよ うにす る
。 を す るか。

め (固 ま った と うふ は、

家へのおみやげ)

(5)評 価 同 じグルー プの友達 と協力 しなが ら、楽 し くとうふづ くりをす ることがで き

た。

(6)授 業仮説 に対す る評価

自分たちで育てた大豆を使 うことによ り集中 して とうふづ くりに取 り組む ことがで きた。

また少人数の グループで活動す ることで、すべての子 の活動を保証す ることがで きた。 そ

のため、1年 生に とっては長 い時間であ ったに もかかわ らず、楽 しくとうふづ くりを続 け

ることができた。

8成 果 と課題

子供たちは最初大豆の観察を した り世話を した りす ることに意欲 的で はなか ったが 、だん

だん と大 きくなり実が な って くると意欲が次第に高ま って きた。そ して収穫はとて も楽 しく

す ることがで き、 とうふづ くりへの期待 も高 まった。 とうふづ くりの場面では、長い時間で

あったに もかかわ らず、最後 まで意欲が持続 した。感想 カー ドの結果で も 「とて もがんば っ

た」 「とて もたの しか った」 とい う児 童が ほとんどであ った。その後の生活科の学習への意

欲 も高 まって きてい る。 しか し、作 業の進行な どを教師がそろえよ うと したために、主体的

に活動す る力を →一分に育て ることはで きなか った。事前 に補助 して もらう保護者などと十分
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な打 ち合わせを行 い、子供 たちのペ ースで活動で きるように工夫 して い く必要があ る。

<検 証事例 ・その2>

事 例 名 「地域に伝わ る昔話 を劇 化 し、地域への関心や郷土愛を育てる指導の工夫」

小学校 第5学 年 国語

1単 元名 とね らい

(1)単 元 名 「地域 に伝 わる昔話」(民 話)

(2)単 元のね らい

ア 舞台の情景や、人物 の動 きや気持 ちを考え、楽 しんで劇 を作 り、演 じることがで きる。

イ 自分の意見を もち、また他人の考え も尊重 しなが ら、協 力 して劇を作 ることがで きる。

ウ 民話の朗読、脚本作 り、劇化、地域の人への取材、地域 を調べ た りす ることによ り、郷

土 への親 しみを深め、大切 にす る態度 を育て る。

2単 元 を通 した授業仮説

自分の地域 に昔か ら伝 わる民話 に触れ、それを劇化 し、擬似的 な体験学 習をす ることによ

り、地域 の風土、昔の人々の暮 らしぶ りにっ いて、 自 ら興 味 ・関心を もち、意欲的、主体的

に学 習す る態度が養われるで あろ う。また、せ りふや動 きを 自分 たちで考 え、話 し合 うこと

によ り、自分の考えを もちなが らも、周 りの考え も尊重す る態度が養われ るであろ う。 そ し

て、言語表現のみに留 ま らず、身体表現 を も加味 した活動 をす る ことによ り、昔の地域 の人

々の気持 ちをよ り身近 に感 じる ことがで き、地域 に対す る関心 も深 ま り、郷土愛を育て る素

地づ くりにな るであろ う。

3地 域の様子

本校学区(小 曽木地区)は 、複合家族が多 く、児童の親 同士が幼 な じみであった り、祖父

母 も本校の卒業 生 とい うこと も珍 しくない。 また、市街化調整区域 に指定 されて十数年、他

地区か らの転入 など人的交流が少ないためか、村落共同体 の協 力性 と閉鎖性 を合わせ もって

お り、地域に対 する愛着 も深 いように感 じられ る。 このよ うに、地域のっなが りが密接 なの

で、お年寄 りか ら昔の地域の様子につ いて、話を聞 いた りす る機会 はっ くりやすい。 また、

児童の地域に対す る愛着 もあ るよ うに思え る。

4児 童の実態

国語 に対す る実態 と しては、教科 の中で算数に次いで嫌いな教科であ る。 「理解」 に関 し

て は、かな り力を もって いる児童 もいるが、 「表現」に関 して は、苦手な児童が多い。他の

教科 に比べて、授業中の手を挙げての音読、発言 も一部の児童 を除 いては非常に少 ない。原

因 と しては、恥ずか しい、照れ くさいとい う気持 ちが大 きく、間違 った発言を した り、音読

で失敗 した ら皆 に笑われ るとい う意識が強 いよ うであ る。本単元で は、児童が教材 に興味 ・

関心を もち、恥ずか しさ、照れ くささに打 ち勝 って、楽 しく、伸 び伸び と演技を し、積極的

に授業 に参加 し、主体的に活動 で きるよ うな指導を したい と考えて いる。

一8一



5単 元学習指導計画における仮説と検証の視点

時 指 導 計 画 各段階 にお ける仮説 検 証 の 視 点

i ①宮沢賢治の 「おいの森 とざる森、ぬ ・劇 化 とい うノ∫法 に よ ・劇化を通 して賢治

2 す と森 」 を振 り返 り、 考 え る。 って、賢治の気持 ち の思いを感 じ取 り
・なぜ賢治は郷 土を舞台に した話 しを を考 え る ことに よ り、 その思いを自分 た

作 っ たの か。 郷土を舞台にした話 ちの地域に置き換
・賢治 はこの話で何 を伝えたか ったの に対 し興味 ・関心 を え、地域 を舞台に

か 。 もち、 自分 たちの地 した昔話に興味 ・

※賢治の話を劇 化 し、演 じる中で考え 域 の昔話につ いて考 関心を もっ ことが

る 。 え る ことで 、興 味 ・ で きた か。
・この小曽木地 区に も地域を舞 台に し

関心が更に高 まるで

た話 はないだろ うか。 あ ろ う。

※小曽木地区を舞台にした昔話につい

て 、家族や地域 の人に聞いて くる。

3 ②小曽木地区を舞台にした昔話にっい ・調べたことを発言 し ・話の内容を身近な

て、聞いて きた ことを発表す る。 た り友達の話を聞 く も の と して と ら
・調べて きた昔話を聞 き、感想 を述べ こ とに よ って、 話 が え、人 に伝えると

合 う 。 よ り身近 にな り、他 い う動 機 付 け に
・予 あ用意 しておいた昔話 も読み聞か の人に伝え るとい う よって劇化に対す

せ る 。 動機か ら劇化 とい う る意欲が出てきた
・自分 たちで調べた昔話を

、家の人や 考えが生 まれ、意欲 か 。

他学年の児童に も、何かの方法 で伝 が出 るであろ う。 ・資料 に対す る想像

える ことはで きないか考え る。 ・資料の読み深め、劇 をふ くらませ、 意

4 ③昔話の脚本作りの準備をする。 化の方法の検討、 グ 欲的に課題に取 り
5 ・資料 を読み深め、舞 台の情景や登場 ループ分 けの活動を 組 む ことがで きた

人物の気持ちを考える。 通 して意欲的に取 り か 。

・グループ分けや劇化の方法を考 え る
組む ことがで きるで ・計画的 に話 し合 い

(寸 劇 、人形劇、紙芝居、影絵等) あ ろ う。 を進 め る こ とで 、

6 ④脚本を作る ・みんなで意見を出 し 自己を表現 し、互

7 ・場 所 、人 物 、 で き ご と、 せ りふ 、 そ なが ら一っの ものを いの個性を尊重す

の時の気持ちを考え、脚本に まとめ 作 って い く中 で、 自 る こ と が で きた

る 。 己を表現 し、互 いの か 。

8 ⑤実演に向けての練習や準備をする。 個性を尊重 し合える
.,., ・朗読、動作化、演出方法を工夫す る 態度が養われるであ

11 《8時 間 目:本 時 》 ろ う 。

12 ⑥(1?グ ループ発表(他 学年参観) ・第三者の前で演 じる ・第三者の前で演 じ

・A
,B,Cグ ル ー プ に よ る 実 演 。 こ とに よ り、学 習 に ることで意欲が増

13 ⑥② グループ発表(授 業参観) 対す る意欲が増 し、 し、よ り主体的 に
・A

,B,Cグ ル ー プ に よ る 実 演 。 自ら進んで学習に参 学習に参加できた
・実演を終えての感想を発表す る。 加す ることがで きる か 。

で あ ろ う。

14 ⑦単 元の まとめをす る。 ・感想文を書 くことで ・郷土愛を深め、表
・単元 全体 を振 り返 り、感 想 文 を書 郷土愛を深め、表現 現す ることがで き

く 。 で きるで あ ろ う。
1

たか 。
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6本 時の学習指導

(1)題 材 「昔の地域の様子を想像 しなが ら、劇を作 ろう。 」

(2)本 時のね らい

ア 舞台の情 景や、人物 の動 きや気持ちを考えなが ら、楽 しく意欲 的に取 り組 むことが で

きる。

イ 互 いに意見を出 し合いなが ら、協 力 して劇を作 ることがで きる。

ウ 昔話を身近に感 じ、地域 に対す る愛着を深めることがで きる。

(3)本 時の授業仮説

自分の地域 に昔か ら伝わ る民話 を 自分 たちで脚本化す ることにより、擬似的な体験活動へ

の足掛か りがで きるもの と考え る。 しか も、 自分たちで調べ、劇の方法を考え、 グループ分

けを した うえで作 った脚本であ るか ら、ただ単 に与え られた脚本 よ りも愛着が増 し、よ り主

体的な表現活動がで きるだ ろ う。また、第三者の前で発表す るとい う目的が あるので、みん

なで意見を出 し合 い、良 い ものを作 るとい う共通の 目標が出来、その ために自分の意見を出

し、他の児童 の意見 も取 り入れ るとい う、協力的な気持 ちが養 われるであろ う。そ して言語

・身体を使 った表現活動 を通 した取 り組みによ り、昔の地域の様子や人 々の気持 ちを身近 に感

じ、地域 に対す る関心が高ま り、愛着 も増すであろう。

(4)展 開

学 習 活 動 教師の支援 ・指導上の留意点 検 証 の 視 点

導 ・前時 までの学習内容を ・前 時までの学習内容を整理 さ ・前時までの頑張 りを 自

確かめ る。 せ 、また本時の学習内容 を明 分で認 め、 さらに意欲一
・本 時 の 流 れ を確 認 す 確 にさせ学習意欲を もたせ 的 に な って い るか 。

入 る 。 る 。

・作業の流れを確かめ、 ・カ ー ドを使 い、役 割 分 担 、 見 ・互 い に意 見 を 出 し合 い、

配 役 、 係 担 当 を 決 め 通 しを明確にさせる。 協力 して話 し合い活動

展 る 。 を進めているか。

・グループ毎に作業 を進 ・どの 児 童 も、協 力 して 、 意 欲 ・助 け合 い なが ら、 楽 し

め る 。 的に取り組んでいるか留意す く意欲的に、練習、準

る。特 にグループ活動か ら取 備 に取 り組んで いるか。

開 り残 されがちな児童につ いて ・昔話を より身近 に感 じ

は、積極的に参加す るよ うに る ことが で きた か 。

働 きか け、周 りの児童 に も配
'

慮す るよ うに促す。

ま ・グル ー プ 毎 に、 現 時点 ・ワー ク シー トを使 い、反 省 点 ・次時への意欲 を もっ こ

での進み具合、次時に を整理 させ る。 とが で きた か。

と 行 う作業の確認を し、 ・励 ま しの言葉をかけ、本時の

本時の反省をす る。 反 省が次時へ生かされ るよ う

め にす る。i
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(5)授 業の評価

ア 舞台の情 景や、人物の動 きや気持ちを考えなが ら、楽 しく意欲的に取 り組む ことがで き

たか。

イ 互 いに意見を出 し合いなが ら、協力 して劇を作 ることができたか。

ウ 昔話を身近に感 じ、地域に対す る愛着 を深め ることがで きたか。

(6)授 業仮説 に対す る評価

脚本化す る民話が、教師のほうか ら与え られた もので な く、 自分 たちで調べ た ものである

ということが、何よ りも児童の意欲 を掻 き立てたように思え る。また、自分たちで、セ リフ

や場面設定 を考え、劇の方法を考慮 しなが ら、想像力を働かせて脚 色を加え、手塩 にかけて

作 った脚本 であるか ら、劇作 りにも、主体的 ・意欲的に取 り組む ことがで きた。

また、地域 の民話 ということで、舞台 とな る場所 も児童に とって は馴 染みのあ る所や、通

学時に通 ってい るところなので、 「この辺 りは、昔 はこんな感 じだ ったのか なあ…。」 と、

楽 しく空想す ることがで き、 自ず と地域 に対す る愛着 も増 してい った ようである。

さらには、保護者や他 の学年 ・学級の児童 に、作 った劇を見て もらうとい う目的があるた

め意見が違 った ときなど も、 どの児童 も 「みん なに楽 しんで もらう劇 を作 るには、 どう した

ら良いか。」 という位置に立つ ことがで き、 自分の意見を もちなが ら、他の児童 の考えに も

耳をか し、協力的 に作業を進め ることがで きた。

7成 果 と課題

物語の劇化 は、児童に とって は初 めての経験 であ ったので、か な り戸惑 うであろ うと思わ

れたが、児童は思 いの ほか意欲的に取 り組んだ。 その一番の理 由は、 自分たちで作 り上 げた

ものを他の人に見て もらうとい う目的があったか らだと思われ る。 まとめの感想文の中で も

見に来た人が喜んで くれたのが良か った とい う声が多 くあ った。

また、始めは嫌だ ったけど、取 り組んでいるうちに楽 しくな り、劇の発表が終わ った時は、

とて もうれ しか った、や ってよか った とい う意見 も多 くあった。

この ことか らも、児 童は、劇化す る教材が 自分た ちの住んで いる地域 を舞台に した話だ っ

た ことで興味を もち、 また、自分たちで脚本を作 った り、劇作 りを した りす ることで意欲が

更 に高ま り、発表 とい う共通の 目標 を もっ ことで、 自分の考 えを もちなが らも、周 りの意見

も尊重す る態度で話 い合いを進あ ることがで き、実際に劇 を作 り演 じるとい う擬似体験を通

して、昔の地域の人 々の気持 ちをよ り身近に感 じる ことがで きたのであろ う。

今後の課題 として は、教材が地域 の民話 とい うことで、内容的 に今一っ乏 しさが 感 じられ、

小学5年 生の国語の教材 と しては物足 りなさを感 じた。地域 の民話を、国語の教材 として ど

のよ うに高めてい くか、更に検討す る必要があ る。

誕 ミ・'轡漁鰻

灘

麟イ〆・舞

麟 一 許
購.■ ・嚢ギ 紅

ヒ惣

ぞ 魚・'

謹 翻"銑'

塾載
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<検 証事例 ・その3>

事 例 名 「地域の歴史 ・史料 などを調べることを通 して、

歴史学習への興味 ・関心を高め、 自ら学ぶ態度 を育てる指導の工 夫」

小学校 第6学 年 社会

1単 元名 とね らい

(1)単 元 名 三人の武将 と全国統一 八王子城の学 習を通 して

(2)単 元のね らい

ア 織 田信長、豊臣秀吉、徳川 家康 の三人の武将の事績を中心 に調べ 、戦乱の世の中が次

第 に統一 されてい った様子や外国 との関係を とらえ ることがで きる。

イ 滝 山城や八王子城の遺跡 ・遺物 ・文献史料苓どに興味 ・関心 を もち、 自 ら学習課題 を

たて意欲的に調べ ることが で きる。

ウ 調べ学習を通 して、 この地域 での人 々の生活や戦いの様 子を考 えることが できる。

エ わか った ことを絵 に表現 し、発表で きる。

オ 天下統 一 とこの地域のかか わ りを理解で きる。

2単 元を通 した授業仮説

身近 な素材で ある滝山城 ・八王子城を教材 として取 り上 げる ことによって、学習へ の興味

・関心 がわ き、 自 ら学ぶ 意欲 を高 め進んで学 習す るであろ う。 また、地域 の文化を理解 し、

大切にす る児童 ・生徒が 育て られ るであろ う。

3地 域 の様子

・ あきる野市は各時代 を通 じて
、文献史料が豊か な所であ る。

・ 保護者や地域 の方 々は学校 に協力的であ り
、貴重 な資料を授業に活用 させて くれた り、

来校 して説明 して くれた りす る方 もいる。

・ 天下統一時代の このあた りの地域(あ きる野市を含む西多摩 郡)は
、小田原城の後北 条

氏の四代 目氏政の弟の氏照 の支配下 にあった。城主氏照の滝山城 ・八王子城は ともに国の

史跡 にな って いる、関東屈指 の城で ある。秀吉軍 との戦いにあた り、拠点を滝 山城よ り八

王子城 に移動 した。八王子城 では、天下統一の最後の戦いが行 われ たが遺物 も多 く、遺構

もよ く残 ってお り、一部 は発掘 ・復原 されている。城主氏照の手紙等 も多数地域に残 され

てい る。 また、い くっ もの 中世の館 ・城跡が上記二城 を守 るよ うに残 っている。八王子郷

土博物館 にはこれ らに関す る資料 もあ る。

以上 により、教材 に適す ると考え教材化 した。

4児 童の実態

・ 歴史の本は好 きな児童が多 く
、読ん でいる児童 はよ く見か ける。

・ これ まで調べ る学習はあ まり経験 していない
。適 切な支援が必要である。

・ わか っていて も発言 しない傾向が ある
。

・ 素直ではあるが
、学 習 ・生活 ともにやや受け身であ る。
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5単 元学習指導計画における仮説と検証の視点

時 指 導 計 画 各 段 階 に お け る 仮 説 検 証 の 視 点

・織 田信長が鉄砲 などの新 し ・詳 しくわか る長篠合戦 図に ・図 ・絵 に興味 ・関心

i い戦法を使って勢力を拡大 よ り興味 ・関心がわ き、学 を も って調 べ た か。

し、全国統一のさきが けと 習意欲が高まるであろ う。

な った ことを と らえ る。

2 ・秀吉の天下統 一 と八王子城 ・調べ る観点 を設定す ること ・観点に沿い、意欲的

の関係を知 る。 によ り、現地での主体的な に調 べ たか。

3 ・八 王 子城 の 「敵 を 防 ぐ工 調べ学習が展開されるであ

夫」を現地で調べ る。 ろ う 。

・八王子城の遺物 や、写真を ・遺 物 を見 る こ とに よ り、 戦 ・遺物か ら、戦いや生

4 見て、戦 いや生活の様子を いや生活を身近な もの と し 活の様子を考えられ

考 え る。 て感 じ取れ るであろ う。 たか 。

5 ・八王子城での戦いの準備を ・地域史料 を使 った問題解決 ・地域史料によ り、興

禾
城主氏照の手紙などを通 し 学習 によ り、興味 ・関心が 味 ・関 心 を もって 、

時
)

6

て 調 べ る。 わき意欲的 に学習す るで あ

ろ う。

学 習で きたか。

7 ・学習の まとめと してわか っ ・わか った ことを絵 に表現す ・学習のまとめと して

た ことを絵 に表 し、発表す ることによ り、地域の歴 史 絵に表 し発表できた

る 。 を身近に感 じ取れるであろ か 。

8 う 。

9 ・秀吉軍が勝 った訳を検 地 ・ ・文献史料を児童 にわか りや ・個 人 で 、 グル ー プで

刀狩 り ・身分制度 などの次 す く書 き直 す こ とに よ っ 意欲的に史料を調べ

代につ なが る政策 と結 びっ て、調べ る意欲が増すであ て い たか 。

10 、 けて調べ考える。北条軍 と ろ う 。

の比較 もす る。

ii ・秀吉の朝鮮侵 略につ いて、 ・秀吉軍の朝鮮 侵略で行 った ・史料か らわか る事実

史料 を調べ、感想を 出 し合 事実を史料で調べ知 ること に よ り、 さ らに調 べ

12 った り感想文にまとめた り によ り、 さ らに調 べ た い と てみたいとい う意欲

す る。 い う意欲 を もっ だ ろ う。 を もったか 。

1 1
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・徳川家康が、信長 ・秀吉 の ・関ケ原合戦図 ・大阪の陣図 ・各種絵図を活用 し意

13 後を受けて全国の大名を従 江戸図屏風 ・合戦後の大名 欲的 に学習 で きた

えて幕府 を開 き、江戸幕府 配置図の活用によ り、興味 か 。

の基礎 を固めた ことを と ら ・関心 を もって意欲的 に学

え る。 習で きるで あろ う。

6本 時の学習指導

(1>題 材 八王子城 主氏照 の手紙を読 もう。

② 本時のね らい(2時 間扱 いの うち1時 間 目)

ア 「草花村の住人 も、戦 った り死んだ りしたのだろ うか。 草花村の住人はなぜ八王子城 と

小 田原城の2か 所で死んでいるのだろ うか。城主氏照 は八王子で な く、なぜ小 田原で死

んで い るのか。 」な どの身近な問題 を興味 ・関心 を持 って、 意欲的 に調べ、学 習で き

.る 。

イ 予想 した ことや調べた ことを発表 し合 うことがで きる。

ウ 地域史料 によ る学 習により、地域への愛着を深め ることがで きる。

(3)本 時の授業仮 説

地域史料を使 った問題解決学習によ り、興味 ・関心がわ き、意欲的に学 習す るであろ う。

(4)展 開

時 学 習 活 動 教師の支援 ・指導上の留意点 検 証 の 視 点

・問題 「草花村の住人は戦 ・興味 ・関心を もち意欲

ったの だ ろ うか 。 戦 って 的 に学習で きたか。

導 死 ん だ り したの だ ろ う (予 想の発表)

入 か。 」 を 考 え る。 (史料を見る態度の観

15 (予想→発表→史料調べ 察)

分 →発表) ・実物 投影機を利用す る。 (ワ ー ク シ ー ト)

・大悲願寺の過去帳を見な ・わ か りやす くす るた め 、 ゆ

が ら調 べ る。 っ くり大 き く映 す 。

・問題以外で もわか った こと

は書 くように促す。

・問題 「なぜ草花村の住人 ・興 味 ・関心 を も って 意

は八王子と小田原の2か 欲的 に学 習で きたか。

所で死んでい るのだろ う (予想や調べた ことの発

展 か 。 」 表)

開 「城主氏照は八王子城でな (調 べ る態度の観察)

25 く、なぜ小 田原で死んで (ワ ー ク シ ー ト)

分 い るの だ ろ うか。 」

・史料 「氏照の 手紙」を読 ・わ か りや す い史 料 にす る。

一14一



み 調 べ る。 ・問題以外の ことで もわか っ

た ことは書 くように促す。

ま ・わ か った ことを 発 表す る。 ・次時への意欲付け として発

と 表 させ る。

め

5

分

(5)評 価

ア 授業後のア ンケー トの 「今 日の授業はお もしろか ったですか」 「調べて、 こんな ことも

あ ったのか と思 ったことはあ りま したか」 に対 して、 それぞれ表現 は異なるが大多数の児

童が 「お もしろか った」 「あ った」 と答えてい るので、興味 ・関心を もって意欲的に学習

で きたと思 う。

イ 積極的 な発言を期待 して ワー クシー トを活用 したが、大多数の児童 は予想 したことや調

べた ことを書いているの に、挙手 ・発表はそれ ほどで もなか った。発表力をっ ける工夫 の

必要 を感 じた。

ウ ア ンケー ト 「また、城調べに行 きたいですか」の児童 の答えは、表現 は様 々だが、全 員

が 「行 きたい」であ った。直接 本時 とはかかわ りないが 、八王子城 を調べたま とめに、あ

る児童 は 「…私は、 こん な城が 身近 にあ ると思 うとす ごくうれ しいです。 またい っぱい調

べて昔の ことをた くさん知 りたいです …」 とあった。 本時で も地域への愛着 を深めた こと

がわか った。

(6)授 業仮説 に対す る評価

児童が実際 に調べた八王子城の築城 に草花村(学 校のあ る場所の戦国時代の村名)の 住 民

もかかわ った ことを強 く予測 させ る地域史料 や、草花村の住民 も秀吉の天下統一 の戦 いの時

に八王子城 や小 田原城 で戦 い、戦死 した人が いることを示す地域史料の発見 ・活用 により、

歴史学習を身近 に感 じ、興味 ・関心 を もち、意欲的に学 習で きた。 しか し、問題解決学習等

について次 に述べ る課題を残 した。

了 成果 と課題

滝山城 ・八王子城 の敵 を防 ぐ工夫を現地で具体的に調 べた こと、地域の文献史料で学習を

組み立てた こと、わか った ことを絵 にまとめた こと、実物投 影機の使用等 によ り、児童は と

て も興味 ・関心を もって、意欲的に学習で きた。

課題 と しては、教師側か ら問題 を提 示 したが 、児童の側か ら引 き出す工夫がで きなか った

か、問題が適 切であ ったかど うか、予想の ところで必ず しも書かせな くて も良か ったのでは

ないか、そのために史料 の読み取 りの時間が少 な くな って しま ったのではないか、みんなで

問題を解決す るとい う場 面の広 まりが もっとほ しか った こと、などが残 された。
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<検 証事例 ・その4>

事 例 名 「地域の風物 を題材 と した作品制作を通 して、

地域への関心 と、 自ら学ぶ意欲 を高め る指導の工夫」

中学校 第1学 年 美術

1題 材名 とね らい

く1)題 材 名 「奥多摩風物の版 画」(一 版多色木版画)

(2)題 材のね らい

奥多摩 の風物を もとに、線の強弱や配色を工夫 して、郷土色 豊かな作品を制作す る。

2題 材を通 した擾業仮説

身近 な地域の 窃然について体験学習を し、それを もとに作晶の題材を決め ることで、地域

に関心を もって制作 に取 り組 む ことがで きるであろう。 また、作例や手順の提示を工夫 し、

版画独特の制作過程を楽 しむ ことで、表現 に対す る意欲が更 に増すであろ う。

3地 域の様子

多摩川の流れに沿 って山 々に囲まれ、豊かな 自然に恵まれ た地域であ る。 「東京の奥座敷

とも呼ばれ、紅 葉の時期を中心 に、休 臼には観光客が多数訪れ る。 また、伝統的 な芸能文化

などが大切に されている地域で もある。過疎化、高齢化が進む中で、子供たちには広い視野

を身 に付 けると同時に、将来は地域 に残 って(戻 って)活 躍 してほ しいとの願いがあ り、学

校教育 に対す る期待 も大 きい。

4生 徒の実態

幼 い頃か ら行事や川遊 びなどを通 じて、地域の 自然や文化 とのかかわ りは比較的多い と思

われるが、成長す るにっれ直接体験が 減 り、情報化社会の中で、生徒の関心は もっぱ ら地域

の外へ 向け られてい る。少子化の中で、 まわ りの大人 に温か く手をかけ られて育て られてお

り、学校 内での友人 との付 き合 い も家族的な雰囲気で、の びのび 自由に生活 している。その

反面 、社会性が十分に育 ちに くい傾向があ り、真面 目だが受動的な態度 も見 られ、表現活動

の充実が課題 とな っている。

5学 習指導計画における仮説 と検証の視点

時i指 導 計 画i各 段 階 に お け る仮 説 検 証 の 視 点

1 ・一版多色木版画 ・制 作 の 見通 しを もっ ことで 、次 ・版画の制作手順や表現の特

の制作手順を理 時の見学への目的意識が高まる 性を おおよそ理解 し、次時

解 す る。 で あ ろ う。 への期待が もてたか。

2 ・奥 多摩 ビ ジタ ー ・目的 を も って取 り組 む ことで 、 ・進んで説明を聞いた り、資

● セ ンターで地域 積極的に学習に参加 しようとす 料 を調べ た り、実物 に触れ

3 の風物 にっ いて る意欲が増 すで あろう。 て み よ うと した か。

体験学習をする

4 ・題 材 を 考 え 、 ラ ・資料を調べた り、観察 して理解 ・題材 を 自分なりに再構築 し

フスケ ッチをす が深 まる中で、よ り具体的 な作 て 、 スケ ッチ に表 わす こ と
峯
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▽

る必要に応 じて 品 の イ メー ジが 浮か ぶ で あ ろ がで きたか。

図書室で関連資 う 。

料 にもあた る。

5 ・技法 を考慮 し構 ・版画の技法を再度確認す ること ・画面構成を考え、彫 りに適

想をまとめ、下 で、単純化や強調を考え、 目的 した下絵を描 くことがで き

絵 を 描 く。 に合 った下絵の制作 に取 り組む たか 。

ことが で き るで あ ろ う。

6 ・版木に下絵 を ト ・彫刻刀の試 し彫 りを通 して、線 ・単純 な線彫 りにな らないよ

● レー ス し、彫 刻 の強弱の工夫を考える ことがで う工夫 しよ うとす る態度が

7 刀で彫 る。 きるで あ ろ う。 見 られたか。

8 ・下絵 に色鉛筆等 ・刷 りとい う目的を自覚す ること ・配色計画 に意欲的に取 り組

で彩色 し、配色 で、配 色計画を意欲を もって取 ん だか 。

計画を立て る。 り組む ことがで きるで あろう。

9 ・版 木 に黒 ラ シ ャ ・教 育機器を活用 した作例、制作 ・刷 りの作業に集中 し、表現

.. 紙 を固定 し、刷 手順の提示を受 け、刷 りの楽 し を工 夫 す る こ とが で きた

本 りの作業をす る。 さの過程を体験す るなかで、 さ か 。

時 らに作業 に集中 し、工夫す るこ

)

・

10

とが で きるで あ ろ う。

11 ・重 色
、 に じ み 、

・ハ イライ トを加えた作例等を見 ・各種の効果を進んで試 し、

ぼか しなどの効 て、その効果を試す ことで、多 更 に表現 を深め ることがで

果を生か して作 色版画の美しさを更に追求する き たか 。

品を仕上げ る。 こ とが で き るで あ ろ う。

12 ・で きあが っ た作 ・自他 の作品を鑑賞す ることで、 ・鑑賞を通 じて、 自他の作品

品を色画用紙に 表現の工夫や、美 しさを認め合 に 自分 な りの感想を もっ こ

貼 って仕上 げ、 うこ とが で き るで あ ろ う。 とが で きたか。

お互いに観賞す

る・i
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6本 時の学習指導

(1)題 毒オ 「届1」り」

(2)本 時のね らい

ア 配色を工夫 し、美 しい表現 を追求す る。

イ 細部まで丁寧に作業を進め る。

(3)本 時の授業仮説

作品の制作にあた って、教育機 器を活用 した実演や作 例の提示を受け、版画の醍醐味であ

る刷 りの楽 しさを体験す ることで、よ り意欲的に取 り組む態度が生 まれ るであろ う。

(4)展 開

学 習 活 動 教 師 の支 援 ・指 導 上の留 意 点 検 証 の 視 点

・前時 までの制作 ・各 自に進行状 況を確認 させ る。 ・実演 と作例を見ることで、

導 進度の確認 と、 ・実物投影器 とモニ ターを使 って 制作意欲が増 し、スムー ズ

本時のねらいを 本時の制作手順を実演 し、参考 に次の作業準備の行動へと

入 理解す る。 作例を提示 しなが ら、注意すべ っ なが ったか 。

き点を説 明す る。

・版 木 に黒 ラ シ ャ ・ラ シャ紙がず れないようしっか

紙を止める。 りと止め させ る。

・配色計画 を基 に ・黒地 に刷 るので、明るめに色を ・刷 りの作業を楽 しく進める

展 絵の具で色を作 作 るよ うに指示す る。 こ とが で きた か。

り部分 ごとに版 ・個別 に作業の様子を確認 し、手

に のせ 、刷 る。 順 や絵 の具の混色、ばれんの扱

い等につ いて助言す る。

開 ・刷 りの具合を見 ・発色の状況 を見なが ら、色の明 ・刷 りの状 態 を 確認 しなが

なが ら絵の具の る さや 水の 量 な どを 加 減 させ ら、絵 の具の濃 さや色合い

溶 き加滅を考 え、 る 。 などを進んで工夫 しよ うと

作業を進 める。 した か。

・区切 りのよい面 ・進度 に応 じて参考作例を示 し、 ・粘 り強 く制作に取 り組んだ

ごとに着色、刷 最後まで丁寧に制作に取 り組ま か 。

りを繰 り返す。 せ る 。

・本時の制作進度、 ・各自の進度 を確認 し、次時の仕
1

・自分の取 り組み について振

ま 結果・態度 につi上 げ篠 の予告をす る・ り返 ることがで き、次時へ

と

め 後片付けをす る。1

いて 励 返 る0

'・ ラ シ ャ紙 が 張 り付か な い よ う、

1開 いた状態で乾燥 させるよう徹

期待が もてたか。

1底 させる。}
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(5)評 価

ア 配 色を工夫 し、美 しい表現 を追求す ることができた。

イ 丁寧に作業を進め ることがで きた。

(6)授 業仮説 に対す る評価

教育機 器を活用 した実演や作例の提示を行 った ことによ り、刷 りの楽 しさを体験 しなが ら、

より意欲的 に制作す る態度が見 られた。

7成 果 と課題

本校 美術科では、以前か ら地域素材等を活用することを心掛 け、実践 している。 奥多摩を

題材 に した版画 は、昨年度の1年 生 にも取 り組ませて いるが、本年度 は新 しくビジターセ ン

ターでの体験学習や、教育機器の活用を取 り入れ、 よ り効果的 な指導法を模索 した。結論か

ら言え ば、 この取 り組 みはおおむね よい結果 と して現れた。

ビジターセ ンターでの取 り組み は、今まで知 って いるよ うで知 らなか った地域の動植物を

中心 に関心を高め ることがで き、 「奥多摩 の風物」 という題材 をより広 く、そ して具体的 に

考 えるきっかけとな った。 そ して、昨年度 と比べ、特 に下描 きの段階で はほとん どの生徒が

より丁寧 に、細部 まで描 くことがで きた。

実際 に作業を進め る上 では実物投影器を利用 し、制作の実演や参考作品の提示を行 ったが

生徒 はよ く集 中 して見 ることがで きた。特 に、刷 りの手順にっいては、実演 して も一度 に全

員に見せ ることはで きないので、以前は言葉で説 明 し、あ とは個別指導 に頼 って授業を展開

していた。今回 はモニターに教師の作業す る手元の様子を大 きく写 し出す方法を とったので、

生徒 は実際の作業を全 員一緒 に見 ることが でき、よ く理解 した上で作業 に取 りかかれた。 そ

のため以前は多か った手順 に関す る細かな質問が減 り、勘違 いによる作業 ミス もほとんど見

受 け られなか った。

今回の取 り組みを通 じて、制作進度 に合 わせて適切な作例の提示などを行い、生徒の意欲

を高め る工夫をす ることは非常 に重要であると痛感 した。作業の 目的を理解 させ、見通 しを

もっ ために、言葉だけで な く、視覚に訴 えることで、その後の作業の集中度 も高 まるとい う

ことが分か った。 また、後半の刷 りの作業において は、一部分 ごとに色をのせ、刷 るたびに

一喜一憂す る様子か ら
、生徒 は楽 しみなが ら版画を作 ることがで きた と思われ る。 これは版

画の制作の過程で最 も楽 しい部分であ り、教材その ものの持 ってい る力が現れた ともいえ る

部分で ある。 こう した事か ら、題材の吟味 も特に重要であ ると改めて感 じた。
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<検 証事例 ・その5>

事 例 名 「地域の自然 ・産業 ・史跡等 を調べ ることによ って、

自ら課題 を解決 し、地域 に興味 ・関心を高める指導の工夫」

中学校 第3学 年(選 択教科社会)

1単 元名 とね らい

(1>単 元 名 「身近 な地域 」(選 択教科社会)

(2)単 元のね らい

ア 身近な地域 におけ る事象を取 り上げ、観察 ・調査す る方法 を身 に付 けさせ る。

イ 身近 な地域 に対 して理解 ・関心を深め るとともに、郷土を愛す る心を育てる。

2単 元 を通 した授業仮説

地図に親 しみ、 ビデオを鑑賞 し、地域の特色を まとめた上で、身近 な地域を対象 に実地調

査や発 表会を行 うことによ って、生徒 は身近 な地域に対 して興味 ・関心 ・理解 を深 め、誇 り

も増 し、自 ら考え、判断 し、主体的 に取 り組む態度 ・能力が育っであろ う。

3地 域 の様子

大島第一中学校 は大島の西岸 、三原 山のゆ るやかな裾野の北西部に位置 し、大 島の玄関口

で行政 ・経済 ・交通の中心地であ る元 町、空の玄関 ・大島空港 を中心に多角経営の農 業を営

む北の山、大島節の発祥の地 といわれ、海岸風光明媚な野増 の3地 区を学区とす る。

昭和の初めか ら椿 ・ア ンコ ・三原山で代表 される観光地 と して発展 して きた大島は、昭和

40年 代の離島ブームを きっか けに観光来 島客が一挙に83万 人 と急増 した。 これを きっかけに

生 まれた民宿の増加等 もあ って、宿泊 を基本 とす るレクリエー シ ョン地的性格へ と観光形態

の転換がなされた。 しか し、昭和48年 を境 に、オイルシ ョックによる景気の不況、伊豆大島

沖地震、近 くは三原山の大噴火等によ り来島客の停滞化へ とっなが り、現在では、年間約38

万人 に減少 して いる。

その間、基幹産業 と して位置付 け られて きた第一次産業 は、若年層の都会への流出や、離

島振 興策等 によ る様 々な一 時的就労機 会の増大な どによ り、就 業人 口の激滅を きた してい

る。

現在、首都圏 に最 も近 い島 とい う有利な条件を土台に して きた観光環境 に、 さらに施設の

整備 やイベ ン トだ けでな く、 自然 との触れ合い、そ して もてなす心 とい った観光の原点を大

切 にす る 「人間性回復型の レク リエ ー ション観光地」 と して、 オール シーズ ン滞在 型の観光

地を めざ している ところであ る。

4生 徒の実態

どの授 業で も真剣に取 り組み一生懸命 行 うことが本校授業成 立の課題であるが、それが定

着 していない実態が ある。 また、生徒 は離 島といえ ど も、テ レビ ・雑誌等で都会の影響 を受

け、 自らの地域 「伊豆大島」の ことをあま り知 らない。 このよ うな ことか ら、本校では、生

徒の内面をさ ぐりなが ら、わか る授業 とは何か、生徒の側に ミ1った授 業とは何かを考えなが

ら、今年度か ら第3学 年で選択教科の幅 を拡 大 した。 その中で、生徒の能力、興味 ・関心 を

よ く知 り、 自ら進んで学 習す ることがで きる課題を設定 し、生徒が 自分のよ さを見つめ、知

ることがで きるように工夫を めざ してい る。 大島の 自然 ・文化 ・産業等の学習を通 して、興
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味 ・関心を高め、理解 を深め させ 、進学や就職で離 島 して も郷土 を愛す る心を もたせたい。

5単 元学習指導計画における仮説 と検証の視点

時 指 導 計 画 各 段 階 に お け る 仮 説 検 証 の 視 点

1 地図を見た り、資料を読 ・大 島の噴火の地図 ・資料を見 る ・地図の見方や大島の

み、大島の概観を知 る。 こ とによ って 、 興味 ・関 心 が 高 概観が理解できたか。

ま るで あ ろ う。

2 大島の産業や史跡 に、関 ・大 島の漁業 ・史跡 の ビデオを見 ・大島にっ いて進んで

心を もち、大島を調べ る る ことに よ って 、地 域 の 産 業 ・ 学ぼうとする意欲が

計画を立て る。 史跡 に興味 ・関心が高 まるであ 高 ま ったか 。

ろ う 。

3 大島の産 業 ・文化 ・自然 ・ビデオや資料学習を し、題材を ・大島の様 々な実態 に

に、関心 を もち、大島を 決めることによって、大 島の実 つ いて、学ぼ うとす

4 調べ る計画 を立てる。 態に気が付 くであろ う。 る意欲が高 まったか。

5 大島の産業 ・文化 ・自然 ・ビデオ 撮 影 ・実 地調 査 ・観 察 な ・大 島の産 業 ・文化 ・

を 自分 たちで立てた計画 どをす ることにより、大 島にさ 自然に興味 ・関心が

6 を もとに実地調査を し、 らに興 味 ・関心 が 増 す で あ ろ 増 したか 。

ま とめ る。 う 。 ・お互いの意見や考え

7 ・協 力 して 調べ る こ とに よ り、 お を大切 に しようとし

互いの意見や考えを大切にする たか 。

よ うに な るで あ ろ う。

8 実地調査のまとめを分析 ・テ ー マ につ いて 調 査 し、 ま とめ ・大島への理解 と愛着

9 し、発表の準備をする。 分析す ることによって、よ り大 が 深 ま ったか 。

io 島へ の理解 と愛着が深ま るで あ

ろ う 。

11 大 島の産業 ・文化 ・自然 ・発表を通 してお互 いの考 えを大 ・お互いの考えを大切

( を発表 し、大島の実態 を 切に し、学び合 う姿勢 が身 に付 に し、協 力す る姿勢

本 理解す る。 くで あ ろ う。 が高 ま ったか 。

時 ・それぞれの役割を理解す ること ・学 び合 う姿勢が身に

..

によ り、協力す る姿勢 が養われ 付 いたか 。

るで あ ろ う。
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12 単元の まとめをす る。 ・感想を発表す ることによ り大島 ・大島の現状を知 り、

の現状を知 り、理解が深 まるで 地域 の一員 と しての

あ ろ う。 自覚が深 まったか。

6本 時の学習指導

(D題 材 大島の産業 ・文化 ・自然にっ いて調査結果を発表す る。

② 本時のね らい

ア 大 島の産業 ・文化 ・自然の実態を知 る。

イ 全 員で役割分担を し協力 しなが ら、発表す る。

(3)本 時の授業仮説

ア 大島の産業 ・文化 ・自然の実地調 査を し、まとめて発表す ることにより、大島 に対 して

興味 ・関心 ・理解を深め、 自 ら考 え、判断 し、主体的 に取 り組 む態度 ・能力が育っであろ

う。

イ 大島の産業 ・文化 ・自然 にっいて、 ビデオ ・資料を使 い、代表者が 発表す ることにより

お互 いの意見や考えを尊重 し、協力 し合える態度が養われ るであろ う。

(4)展 開

学 習 活 動 教師の支援 ・指導上の留意点 検 証 の 視 点

導 発表の準備をす る ・代表者が発表する概要を確認させ ・話 を しっか り聞 いて い る

本時の流れを確か る 。 か 。一

入 め る。

代表者4名 が発表 ・発 表の準備が しっか りで きて いる ・大 島 の 産 業 ・文 化 ・自然

す る。 か確認 させ る。 への興味 ・関心が もてた

展 生徒が司会進行す ・効果的 に説明 し、聞いて もらうた か 。

る 。 めの工夫が されて いる等について ・協 力 して 発 表 し、互 い の

確認 させ る。 意見や考えを認め合えた

発表内容 か 。

開 ①大島の漁業

②大島の公共施設

③大島の史跡

④三原山の大噴火

ま 全体のまとめをす ・本時の学習を確認 させる。 ・大 島 の産 業 ・文 化 ・自然

と

め

る 。 ,に 対 す る関心 を高 め 、理～

1解 や蟷 が深 ま ・たか・
ii
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(5)評 価

ア 大 島の産業 ・文化 ・自然を調べ ることによ り、大島に対 して興味 ・関心 ・理解が深まっ

た。

イ 生徒が協力 して発表す ることによ って、互 いの意見や考えが認め合えた。

(6)授 業仮説に対 する評価

自分た ちで調べ た大島の産業 ・文化 ・自然を役割分担 しなが ら発表す ることによって、大

島に対す る理解 や愛着が少 しずつ芽生 えて きた。 また、 ビデオやOHPな どを使用す ること

や援助す ることによって、お互いの意 見を尊重 し協力 し合え る態度が養われた。

7成 果 と課題

日頃か ら一つの ことをま とめた り、発表す ることが苦手であ った生徒が、選択教科 の少人

数の中で身近 な地域 「伊豆大島」を調査 しまとめ、役割分担 し発表で きた ことに成果を感 じ

る。

しか し、調査 しまとめた内容、発表す る態度 に課題が残 る。一石二鳥に この課題 は克服す

ることがで きな いが、発表で きた ことをステ ップに しなが ら、やればで きるとい う自信 を付

けさせなが ら、資料や ビデオ等の教材を工夫 しなが ら、郷土大島に対す る理解 と愛着を深め

させ、地域の人材 と して活躍 して くれ ることを期待 している。
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VI研 究 の 成 果 と 今 後 の 課 題

本研究部会で は、地域 の特性 、保護者の願 い、児童 ・生徒の実態 について共通理解 を図 っ

た うえで、研究主題を 「体験 的な活動を生か し、児 童 ・生徒 の生 きるカを育む指導の工夫」

とした。 そこで、研究主題 に迫 るために次の仮説を設定 した。

指導計画において、体験的活動 を取 り入れ、学習過程 ・学習形態 ・学習材 を工夫す ること

によ り

ア 自 ら学ぶ意欲 と進んで学 習す る態度 ・能 力が身 に付 くであろ う。

イ 互 いの個性を尊重 し合え る態度が身に付 くであろ う。

ウ 地域の自然や文化を理解 し、大切にす る気持 ちが育つであろ う。

上記仮説に基づ いて検証授 業を行ない、その結果、次の成 果を得 ることがで きた。

1研 究の成果 について

(1}自 分たちで育てた大豆を使 い、 グループで とうふづ くりをす る ことによ って、児童が意欲

的 に学習活動 に取 り組 むよ うになって きた。(検 証事例1・ 小1生 活)

② 地域 に伝わ る民話に触れ 、劇 化す るこ とによ って 、みん なで協 力 して一つ の ことを成 し

遂げ るす ば らしさを知 り、互 いの個性 を尊重す る態度が育 まれ 、地域に対す る愛着 も深ま っ

た。(検 証事例2・ 小5国 語)

(3)地 域 資料(八 王子城の実地調査 ・城 主氏照の手紙 ・寺の過去 帳)の 活用 により、歴 史を身

近 な ものと して感 じ学習意欲が高 まった。 また、文化財を大切 に しようとす る気持 ち も育 っ

た。(検 証事例3・ 小6社 会)

(4)地 域 の風物を題材 に し、作例の提示や実演を受 けて作品を制作す ることで、地域 に対す る

関心が増 し、意欲的 な態度が身に付 いた。(検 証事例4・ 中1美 術)

(5)地 域の 自然 ・産業 ・史跡等を協力 して調べ、発表す ることによ り、お互いの考えや意 見を

尊重す る態度が身 に付 いた。(検 証事例5・ 中3選 択社 会)

研究の結果、検証事例を通 して も分か るよ うに、児童 ・生徒 は体験的な学習活動 を展開す る

ことによ り、 自ら学ぼ うとす る意欲 や互 いの個性を尊 重 し合 う態度を養 うことがで きた。 また、

地域素材を教材化す るという工夫 によ って地域に対す る関心が高 ま り、よ り身近な もの と して

考え ることがで きるよ うにな った。

さ らに、生 きる力の育成 とい う視点か ら考えてみ ると、以上の成果を通 して確実 に児童 ・生

徒の将来 にわたる生 きる力の基礎を培 うことができた と考え る。

2今 後の課題 につ いて

(1)調 べた ことを発表す る時には、単調に ならないよ うに クイズ形式にす るな ど、聞 き手にわ

か りやす く伝え るための効 果的 な工夫をす る必要がある。

② 地域素材を教材化す る場 合は、児童 ・生徒 の発達段 階に応 じた内容 になるよ うによ く吟味

す ることが大 切であ る。

なお、以 上の2点 に加えて、評価の工夫を どの ように して い くか とい う問題が 今後の課題 と

して残 った。
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